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IPAC15の発表より MULTIPACTOR SIMULATIONS IN 325MHZ 
SUPERCONDUCTING SPOKE CAVITY FOR 
AN ELECTRON ACCELERATOR
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325MHz

433MHz
(R=30mm)

2015.5.11 久保

周波数が325MHzから433MHzに増加
→RF半周期で進める距離（電場を感じる区間）が減少
→同じEaccなら325MHzより衝突エネルギーが小
→より大きなEaccが必要
→MPが発生するEacc領域が右にシフト

(Fig.4)

コーナーのRを２段にすると、マルチパクタのピーク
が下がって幅が広がる（ふたつの山が重なった形）と
の報告がＩＰＡＣであった。（ロマノフさん）


